
開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
現
地
の
期

待
に
応
え
る
仕
事
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、女
性
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

み
を
持
つ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
現

在
に
至
る
ま
で
ア
フ
リ
カ
地
域
の
開
発

に
か
か
わ
り
、
ギ
ニ
ア
や
モ
ー
リ
タ
ニ

ア
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
な
ど
で
農
業
・

農
村
開
発
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
た
ほ

か
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は
地
方
行
政
の

能
力
向
上
に
携
わ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
は

紛
争
や
感
染
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

が
付
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ギ
ニ
ア
で
は
２
回
目
の
渡

航
直
前
に
騒
乱
が
発
生
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
一
時
中
断
し
た
ほ
か
、
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
２
０
１
４

年
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
を
受
け
て

終
了
直
前
に
中
断
を
余
議
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
現
地
の
人
々
が
積
極
的
に

仕
事
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
は

行
政
官
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

計
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
研
修
を
受
講

し
た
行
政
官
が
後
日
、「
研
修
の
成
果
を

見
に
来
て
ほ
し
い
」と
誇
ら
し
げ
に
話
し

て
く
れ
た
の
は
印
象
的
で
し
た
。

同
国
で
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
が

終
息
し
た
の
を
受
け
て
、
現
在
、
エ
ボ
ラ

復
興
支
援
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再

ア
フ
リ
カ
の
農
村
開
発
に
挑
む

大
学
時
代
は
生
物
資
源
科
学
部
で

「
緑
地
環
境
学
」
を
専
攻
し
、国

際
開
発
と
あ
ま
り
関
係
の
な
い
屋
上
・

壁
面
緑
化
な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
友
人
が
所
属
し
て
い
た
国
際

地
域
開
発
分
野
の
研
究
室
の
先
生
か
ら

大
学
の
付
属
農
場
で
働
く
青
年
海
外
協

力
隊
Ｏ
Ｂ
を
紹
介
さ
れ
、
農
場
で
野
菜

栽
培
の
手
伝
い
を
し
た
の
が
縁
と
な
っ

て
、
協
力
隊
に
応
募
し
て
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

か
ん
が
い
農
業
地
域
で
農
作
物
の
収

量
を
上
げ
る
べ
く
、
低
価
格
の
有
機
肥

料
を
導
入
・
普
及
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
農
家
の

方
た
ち
は
「
若
い
娘
が
何
し
に
来
た
」

と
い
う
態
度
で
、
話
を
全
く
聞
い
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、現
地
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
一
緒
に
毎
日
の
よ
う

に
地
元
の
飲
み
屋
に
入
り
込
み
、人
々
と

緊
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
で
す
。

協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て
、
現
場
で

活
躍
す
る
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕

事
を
知
り
、
帰
国
後
に
農
村
開
発
に
強

NTCインターナショナル
農村開発の知見生かして平和構築に貢献

NTCインターナショナルは、農業・農村開発や
コミュニティー開発に豊富なノウハウを持つコ
ンサルティング企業だ。2013年４月には業界初
となる「平和構築部」を創設し、農村開発のノウハ
ウを生かしながら、平和構築分野でもアフガニス
タンやウガンダなどで実績を重ねている。最近は
環境・気候変動対策や投資促進の分野などにも力
を入れる。
同社は新卒採用に積極的で、修士以上の人材を
求めているほか、中途採用ではTOEIC750点以
上または英検準１級以上の英語力と青年海外協
力隊の活動経験（コミュニティー活動など住民と
協働した経験）を持つ人材を採用している。
また、業務にあたっては、現地の人々や同僚た

ちと意思疎通を図れる協調性、自分の考えを的確
に説明するコミュニケーション能力なども重視
している。

同社は今後、アジア・アフリカ地域でニーズの
高い平和構築分野の事業を拡大していくほか、海
外拠点や研究機関・大学との連携も強化して、現
地の人材も活用しながら国際機関の案件、エンジ
ニアリング分野などにも積極的にチャレンジし
ていく方針だ。

Check

技術管理本部

齋藤 早季さん
〈33歳〉

Sai to Saki

06
Consulting 
Firm

新卒採用：あり　中途採用：あり
募集職種：  地域開発、村落開発、農業開発、農業土木、土木設計、

開発計画、給水施設、環境、施工監理などの分野を専
門とする開発コンサルタント

recruitment

company data
NTCインターナショナル株式会社
NTC INTERNATIONAL Co., Ltd.
〒164-8721 東京都中野区本町1-32-2 ハーモニータワー６Ｆ
海外事務所　タイ、カナダ、フィリピン、チュニジア、コンゴ民主共和国
設立：2008年7月　資本金：6,000万円　従業員数：91人
代表者：代表取締役社長　岩本彰
事業分野： 農業・農村開発、水資源、防災、地域開発、自然環境保

全・環境管理、紛争予防・平和構築、エネルギー開発など 

TEL：03-5354-3621（代）
E-mail：ntci@ntc-i.co.jp
URL：http://www.ntc-i.co.jp/

Career Path

Age

23

25

27

30

33

日本大学生物資源科学部
を卒業後、青年海外協力
隊でブルキナファソ派遣

NTCインターナショナルに
入社。ギニアの農村開発
調査に従事

シエラレオネで地方行政
の能力向上プロジェクトに
従事

ブルキナファソで市場志
向型の農産品振興計画
策定に従事

シエラレオネの地方行政
の能力強化プロジェクト
（エボラ復興支援）に従事

081 080
国際協力キャリアガイド2016～17


